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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　その実行に対して利用者の同意が必要とされる同意必要行為を各種車載機器に実行させ
る同意必要行為実行装置であって、
　前記各種車載機器における各種行為の実行に対して利用者の同意が必要となる条件を示
した同意基準を記憶する基準記憶手段と、
　前記各種車載機器における各種行為の実行の際に前記同意基準を確認して利用者の同意
が必要か否かを判定する同意要否判定手段と、
　前記各種車載機器における各種行為の実行に対して利用者の同意が必要であると判定さ
れた場合に、利用者の同意又は不同意の決定を促す画面を表示し、或いは、音声案内を出
力する同意促進手段と、
　利用者の同意又は不同意を確認する同意確認手段と、
　利用者の同意を確認した場合に前記各種車載機器における各種行為の実行を継続又は開
始させる同意必要行為実行手段と、
　前記同意基準が変更されたか否かを検出する基準変更検出手段と、を備え、
　前記同意要否判定手段は、前記同意基準が変更されたことが検出された場合に、前記各
種車載機器における各種行為の実行に対して利用者の同意が必要か否かを判定する、
　ことを特徴とする同意必要行為実行装置。
【請求項２】
　前記同意要否判定手段は、車両位置、又は、日時に基づいて、前記同意基準を満たすか
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否かを確認することにより、前記各種車載機器における各種行為の実行に対して利用者の
同意が必要か否かを判定する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の同意必要行為実行装置。
【請求項３】
　前記同意必要行為は、ダイアグレコーダ又はドライブレコーダがデータを記録する行為
である、
　ことを特徴とする請求項１又は２に記載の同意必要行為実行装置。
【請求項４】
　前記同意必要行為実行手段は、利用者の不同意を確認した場合、前記各種車載機器にお
ける各種行為の実行を禁止する、
　ことを特徴とする請求項１乃至３の何れか一項に記載の同意必要行為実行装置。
【請求項５】
　前記同意必要行為は、前記各種車載機器が実行中の行為、又は、前記各種車載機器が実
行を開始させようとする行為である、
　ことを特徴とする請求項１乃至４の何れか一項に記載の同意必要行為実行装置。
【請求項６】
　その実行に対して利用者の同意が必要とされる同意必要行為を各種車載機器に実行させ
る同意必要行為実行方法であって、
　前記各種車載機器における各種行為の実行に対して利用者の同意が必要となる条件を示
した同意基準を記憶する基準記憶ステップと、
　前記各種車載機器における各種行為の実行の際に前記同意基準を確認して利用者の同意
が必要か否かを判定する同意要否判定ステップと、
　前記各種車載機器における各種行為の実行に対して利用者の同意が必要であると判定さ
れた場合に、利用者の同意又は不同意の決定を促す画面を表示し、或いは、音声案内を出
力する同意促進ステップと、
　利用者の同意又は不同意を確認する同意確認ステップと、
　利用者の同意を確認した場合に前記各種車載機器における各種行為の実行を継続又は開
始させる同意必要行為実行ステップと、
　前記同意基準が変更されたか否かを検出する基準変更検出ステップと、を備え、
　前記同意基準が変更されたことが検出された場合、前記同意要否判定ステップにおいて
、前記各種車載機器における各種行為の実行に対して利用者の同意が必要か否かを判定す
る、
　ことを特徴とする同意必要行為実行方法。
【請求項７】
　その実行に対して利用者の同意が必要とされる同意必要行為を各種車載機器に実行させ
る同意必要行為実行装置と通信センタとから構成される同意必要行為実行システムであっ
て、
　前記通信センタにおいて前記各種車載機器における各種行為の実行に対して利用者の同
意が必要となる条件を示した同意基準を記憶する基準記憶手段と、
　前記各種車載機器における各種行為の実行の際に前記同意基準を確認して利用者の同意
が必要か否かを判定する同意要否判定手段と、
　前記各種車載機器における各種行為の実行に対して利用者の同意が必要であると判定さ
れた場合に、車載の出力装置において利用者の同意又は不同意の決定を促す画面を表示し
、或いは、音声案内を出力する同意促進手段と、
　車載の入力装置を介して利用者の同意又は不同意を確認する同意確認手段と、
　利用者の同意を確認した場合に前記各種車載機器における各種行為の実行を継続又は開
始させる同意必要行為実行手段と、
　を備えることを特徴とする同意必要行為実行システム。
【請求項８】
　その実行に対して利用者の同意が必要とされる同意必要行為を各種車載機器に実行させ
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る同意必要行為実行装置と通信センタとから構成され、前記各種車載機器における各種行
為の実行の際に前記同意基準を確認して利用者の同意が必要か否かを判定する同意要否判
定手段と、前記各種車載機器における各種行為の実行に対して利用者の同意が必要である
と判定された場合に、車載の出力装置において利用者の同意又は不同意の決定を促す画面
を表示し、或いは、音声案内を出力する同意促進手段と、車載の入力装置を介して利用者
の同意又は不同意を確認する同意確認手段と、利用者の同意を確認した場合に前記各種車
載機器における各種行為の実行を継続又は開始させる同意必要行為実行手段と、を備える
同意必要行為実行システム、における通信センタであって、
　前記各種車載機器における各種行為の実行に対して利用者の同意が必要となる条件を示
した同意基準を記憶するデータベースと、
　利用者の同意履歴を記憶するデータベースと、
　を備えることを特徴とする通信センタ。
【請求項９】
　その実行に対して利用者の同意が必要とされる同意必要行為を実行する車載機器であっ
て、
　前記各種車載機器における各種行為の実行に対して利用者の同意が必要となる条件を示
した同意基準を記憶する基準記憶手段と、
　前記各種車載機器における各種行為の実行の際に前記同意基準を確認して利用者の同意
が必要か否かを判定する同意要否判定手段と、
　前記各種車載機器における各種行為の実行の際に前記同意基準を確認して利用者の同意
が必要であると判定された場合に、利用者の同意又は不同意の決定を促す画面を表示し、
或いは、音声案内を出力する同意促進手段と、
　利用者の同意又は不同意を確認する同意確認手段と、
　利用者の同意を確認した場合に前記各種車載機器における各種行為の実行を継続又は開
始させる同意必要行為実行手段と、
　前記同意基準が変更されたか否かを検出する基準変更検出手段と、を備え、
　前記同意要否判定手段は、前記同意基準が変更されたことが検出された場合に、前記各
種車載機器における各種行為の実行に対して利用者の同意が必要か否かを判定する、
　ことを特徴とする車載機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、その実行に対して利用者の同意が必要とされる行為（以下、「同意必要行為
」とする。）を実行する同意必要行為実行装置に関する。
【０００２】
　また、本発明は、同意必要行為を各種車載機器に実行させる同意必要行為実行方法及び
同意必要行為実行システム、同意必要行為実行システムを構成する通信センタ、並びに、
同意必要行為を実行する車載機器に関する。
【背景技術】
【０００３】
　従来、故障の再現や故障部位の特定などに必要なデータを記録する車両用電子制御装置
が知られている（例えば、特許文献１参照。）。
【特許文献１】特開２０００－１４５５３３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１に記載の車両用電子制御装置は、記録しようとするデータが
車両の位置情報等の個人を特定できるようなデータであってもその車両の利用者の同意を
得ることなく記録するので、そのデータを記録する行為が同意必要行為である場合には、
その記録行為は不適切なものとなる場合がある。
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【０００５】
　また、車両を販売する際に、同意必要行為となり得る行為の実行に対する同意を一括し
て利用者から得ることは可能であるが、利用者が同意、不同意を決定するための具体的な
必要性が生じていない段階でそのような同意を得ることには問題がある。
【０００６】
　上述の点に鑑み、本発明は、その実行に対して利用者の同意が必要とされる同意必要行
為を、利用者の同意を得た上で実行させる同意必要行為実行装置、同意必要行為実行方法
、同意必要行為実行システム、並びに、同意必要行為実行システムを構成する通信センタ
、及び、同意必要行為を実行する車載機器を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上述の目的を達成するために、第一の発明に係る同意必要行為実行装置は、その実行に
対して利用者の同意が必要とされる同意必要行為を各種車載機器に実行させる同意必要行
為実行装置であって、前記各種車載機器における各種行為の実行に対して利用者の同意が
必要となる条件を示した同意基準を記憶する基準記憶手段と、前記各種車載機器における
各種行為の実行の際に前記同意基準を確認して利用者の同意が必要か否かを判定する同意
要否判定手段と、前記各種車載機器における各種行為の実行に対して利用者の同意が必要
であると判定された場合に、利用者の同意又は不同意の決定を促す画面を表示し、或いは
、音声案内を出力する同意促進手段と、利用者の同意又は不同意を確認する同意確認手段
と、利用者の同意を確認した場合に前記各種車載機器における各種行為の実行を継続又は
開始させる同意必要行為実行手段と、を備えることを特徴とする。
【０００８】
　また、第二の発明は、第一の発明に係る同意必要行為実行装置であって、前記同意要否
判定手段は、車両位置、又は、日時に基づいて、前記同意基準を満たすか否かを確認する
ことにより、前記各種車載機器における各種行為の実行に対して利用者の同意が必要か否
かを判定することを特徴とする。
【０００９】
　また、第三の発明は、第一又は第二の発明に係る同意必要行為実行装置であって、前記
同意必要行為は、ダイアグレコーダ又はドライブレコーダがデータを記録する行為である
ことを特徴とする。
【００１０】
　また、第四の発明は、第一乃至第三の何れかの発明に係る同意必要行為実行装置であっ
て、前記同意必要行為実行手段は、利用者の不同意を確認した場合、前記各種車載機器に
おける各種行為の実行を禁止することを特徴とする。
【００１１】
　また、第五の発明は、第一乃至第四の何れかの発明に係る同意必要行為実行装置であっ
て、前記同意必要行為は、前記各種車載機器が実行中の行為、又は、前記各種車載機器が
実行を開始させようとする行為であることを特徴とする。
【００１２】
　また、第六の発明は、第一乃至第五の何れかの発明に係る同意必要行為実行装置であっ
て、前記同意基準が変更されたか否かを検出する基準変更検出手段を更に備え、前記同意
要否判定手段は、前記同意基準が変更されたことを検出した場合に、前記各種車載機器に
おける各種行為の実行に対して利用者の同意が必要か否かを判定することを特徴とする。
【００１３】
　また、第七の発明に係る同意必要行為実行方法は、その実行に対して利用者の同意が必
要とされる同意必要行為を各種車載機器に実行させる同意必要行為実行方法であって、前
記各種車載機器における各種行為の実行に対して利用者の同意が必要となる条件を示した
同意基準を記憶する基準記憶ステップと、前記各種車載機器における各種行為の実行の際
に前記同意基準を確認して利用者の同意が必要か否かを判定する同意要否判定ステップと
、前記各種車載機器における各種行為の実行に対して利用者の同意が必要であると判定さ
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れた場合に、利用者の同意又は不同意の決定を促す画面を表示し、或いは、音声案内を出
力する同意促進ステップと、利用者の同意又は不同意を確認する同意確認ステップと、利
用者の同意を確認した場合に前記各種車載機器における各種行為の実行を継続又は開始さ
せる同意必要行為実行ステップと、を備えることを特徴とする。
【００１４】
　また、第八の発明に係る同意必要行為実行システムは、その実行に対して利用者の同意
が必要とされる同意必要行為を各種車載機器に実行させる同意必要行為実行装置と通信セ
ンタとから構成される同意必要行為実行システムであって、前記通信センタにおいて前記
各種車載機器における各種行為の実行に対して利用者の同意が必要となる条件を示した同
意基準を記憶する基準記憶手段と、前記各種車載機器における各種行為の実行の際に前記
同意基準を確認して利用者の同意が必要か否かを判定する同意要否判定手段と、前記各種
車載機器における各種行為の実行に対して利用者の同意が必要であると判定された場合に
、車載の出力装置において利用者の同意又は不同意の決定を促す画面を表示し、或いは、
音声案内を出力する同意促進手段と、車載の入力装置を介して利用者の同意又は不同意を
確認する同意確認手段と、利用者の同意を確認した場合に前記各種車載機器における各種
行為の実行を継続又は開始させる同意必要行為実行手段と、を備えることを特徴とする。
【００１５】
　また、第九の発明は、第八の発明に係る同意必要行為実行システムを構成する通信セン
タであって、前記各種車載機器における各種行為の実行に対して利用者の同意が必要とな
る条件を示した同意基準を記憶するデータベースと、利用者の同意履歴を記憶するデータ
ベースと、を備えることを特徴とする。
【００１６】
　また、第十の発明に係る車載機器は、その実行に対して利用者の同意が必要とされる同
意必要行為を実行する車載機器であって、前記各種車載機器における各種行為の実行に対
して利用者の同意が必要となる条件を示した同意基準を記憶する基準記憶手段と、前記各
種車載機器における各種行為の実行の際に前記同意基準を確認して利用者の同意が必要か
否かを判定する同意要否判定手段と、前記各種車載機器における各種行為の実行の際に前
記同意基準を確認して利用者の同意が必要であると判定された場合に、利用者の同意又は
不同意の決定を促す画面を表示し、或いは、音声案内を出力する同意促進手段と、利用者
の同意又は不同意を確認する同意確認手段と、利用者の同意を確認した場合に前記各種車
載機器における各種行為の実行を継続又は開始させる同意必要行為実行手段と、を備える
ことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１７】
　上述の手段により、本発明は、その実行に対して利用者の同意が必要とされる同意必要
行為を、利用者の同意を得た上で実行させる同意必要行為実行装置、同意必要行為実行方
法、同意必要行為実行システム、並びに、同意必要行為実行システムを構成する通信セン
タ、及び、同意必要行為を実行する車載装置を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１８】
　以下、図面を参照しつつ、本発明を実施するための最良の形態の説明を行う。
【実施例１】
【００１９】
　図１は、本発明に係る同意必要行為実行装置の構成例を示すブロック図であり、同意必
要行為実行装置１００は、一部地域の法律又は条例等においてその実行に際し利用者の同
意が必要とされる同意必要行為を利用者の同意を得た上で各種車載機器に実行させる車載
装置であって、制御装置１を有し、ＣＡＮ(Controller　Area　Network)やＬＩＮ(Local
　Interconnect　Network)等の車載ＬＡＮを介して測位装置２、記憶装置３、入力装置４
、出力装置５、ダイアグレコーダ６及びドライブレコーダ７に接続される。
【００２０】
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　制御装置１は、ＣＰＵ（Central　Processing　Unit）、ＲＡＭ(Random　Access　Memo
ry)、ＲＯＭ（Read　Only　Memory）等を備えたコンピュータであって、例えば、基準変
更検出手段１０、同意要否判定手段１１、同意促進手段１２、同意確認手段１３及び同意
必要行為実行手段１４のそれぞれに対応するプログラムをＲＯＭに記憶しながら、各手段
に対応する処理をＣＰＵに実行させる。
【００２１】
　測位装置２は、車両の位置を測定するための装置であり、例えば、ＧＰＳ(Global　Pos
itioning　System)受信機によりＧＰＳアンテナを介してＧＰＳ衛星が出力するＧＰＳ信
号を受信し、受信した信号に基づいて車両位置（緯度、経度、高度）を測定する。
【００２２】
　記憶装置３は、各種情報を記憶するための装置であり、例えば、ハードディスクやＤＶ
Ｄ（Digital　Versatile　Disk）等の記憶媒体であって、地図情報データベース３０（以
下、「地図情報ＤＢ３０」とする。）、同意文データベース３１（以下、「同意文ＤＢ３
１」とする。）及び同意履歴データベース３２（以下、「同意履歴ＤＢ３２」とする。）
を格納する。
【００２３】
　地図情報ＤＢ３０は、交差点、インターチェンジ等のノード位置、リンク（ノード間を
接続する要素）の距離、リンクコスト（リンクを通過するために要する時間、費用等の度
合いをいう。）、施設位置（緯度、経度、高度）、施設名称等を体系的に記憶し、更に、
国、州、県等の行政区画（法律等が適用される範囲に対応する。）を体系的に記憶するデ
ータベースである。
【００２４】
　同意文ＤＢ３１は、各種車載機器における各種行為の実行に対して利用者の同意が必要
となる条件を示した同意基準を記憶するデータベースであって、例えば、法律等の適用に
関する情報（例えば、適用時期、適用範囲である。）とそれら法律等で規定される同意必
要行為に関する情報と各同意必要行為に対応する同意文とを関連付けて記憶するデータベ
ースであって、同意必要行為毎に、また、その同意必要行為を規定する法律等が適用され
る適用地域毎に（例えば、国又は行政区画毎である。）、対応する同意文を体系的に記憶
しており、それら同意文は、対応する法律等の要件に合致するように法律等毎に作成され
、テキストデータ又は画像データとして記憶される。また、同意文ＤＢ３１は、法律等の
有効期間に関する情報（施行日、有効期限等である。）と関連付けて記憶するようにして
もよい。
【００２５】
　なお、同意文は、複数の同意必要行為に対応する、適用地域毎に異なる同意文であって
もよく、複数の適用地域に対応する、同意必要行為毎に異なる同意文であってもよい。
【００２６】
　また、法律等には、日本国における「個人情報の保護に関する法律」、欧州連合におけ
る「EU　Data　Protection　Directive　95/46/EC」等が含まれる。
【００２７】
　また、同意必要行為には、測位装置２が出力する車両位置を記録する行為等、個人を特
定できるデータ、個人の行動を特定できるデータ、若しくは、プライバシーに関するデー
タを記録する行為、又は、それらのデータを読み出す行為が含まれる。
【００２８】
　また、同意必要行為には、録画行為、録音行為、一定額以上の金額を自動的に支払う行
為、又は、プローブカーとして収集したデータをアップロードする行為等も含まれる。
【００２９】
　同意履歴ＤＢ３２は、利用者が行った同意の事実を記録するためのデータベースであり
、例えば、同意日時、同意必要行為及び適用地域に関連付けてその同意の事実を記録する
。
【００３０】
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　入力装置４は、制御装置１に対して各種情報を入力するための装置であり、例えば、手
入力のためのタッチパネル、ジョイスティック、リモートコントローラ、エスカッション
ボタン、又は、音声入力のためのマイク等であって、同意必要行為の実行に対する同意又
は不同意の意思を入力するために利用される。
【００３１】
　出力装置５は、制御装置１が出力する各種情報を利用者が認識できるようにするための
装置であり、例えば、液晶ディスプレイや車載スピーカ等であって、同意必要行為の実行
に対する利用者の同意を促す画面を表示したり、同意必要行為の実行に対する利用者の同
意を促す音声案内を音声出力したりする。
【００３２】
　ダイアグレコーダ６は、車両の故障診断に利用できるデータを記録するための装置であ
り、例えば、エンジン回転数、車速、水温、油温等、各種車載機器が出力するデータが所
定条件を満たす場合にそれらデータの値そのものを記録したり、或いは、それらデータが
所定条件を満たした（異常状態となった）旨を識別番号としてその発生時刻と共に記録し
たりする。
【００３３】
　ドライブレコーダ７は、車両の運行に関するデータを継続的に記録するための装置であ
り、例えば、上述のような各種車載機器が出力するデータの他、急ブレーキを掛けたとき
に車載カメラが撮影する画像データや車室内に設置されたマイクが収集する音声データを
記録する。
【００３４】
　次に、制御装置１が有する各種手段について説明する。
【００３５】
　基準変更検出手段１０は、同意基準が変わったか否かを検出するための手段であり、例
えば、測位装置２の出力と記憶装置３に記憶された地図情報ＤＢ３０及び同意文ＤＢ３１
とに基づいて適用される法律等が変わったか否かを検出する。
【００３６】
　また、基準変更検出手段１０は、制御装置１に内蔵されたタイマが出力する時刻情報と
同意文ＤＢ３１に記憶された法律等の有効期間に関する情報とに基づいて適用される法律
等が変わったか否かを検出するようにしてもよい。
【００３７】
　更に、基準変更検出手段１０は、適用される法律等が変わったことを検出した場合、出
力装置５に制御信号を出力し、その旨を通知する画面を液晶ディスプレイに表示させたり
、その旨を通知する音声を車載スピーカから音声出力させたりする。
【００３８】
　同意要否判定手段１１は、同意基準を確認して利用者の同意が必要であるか否かを判定
するための手段であり、例えば、基準変更検出手段１０によって適用される法律等が変わ
ったことが検出された場合に、新たに適用される法律等に従って各種車載機器における各
種行為の実行に対する利用者の同意が必要であるか否かを判定する。
【００３９】
　例えば、同意要否判定手段１１は、車両が地域間の境界（例えば、国境、州境、県境等
である。）を横切ったことを検知した場合であって各種車載機器が同意文ＤＢ３１に登録
された所定の同意必要行為を既に実行しているときに、或いは、所定の行為の実行に対し
て利用者の同意を必要とする旨を規定する法律等が適用される地域に車両が既に進入して
いる場合であって各種車載機器がその所定の行為の実行を開始させるときに、その所定の
行為を各種車載機器に実行させるために利用者の同意が必要であると判定する。
【００４０】
　また、同意要否判定手段１１は、以前は同意必要行為ではなかったが新たな法律等の施
行により同意必要行為となる行為を各種車載機器がその施行時に既に実行しているときに
、或いは、以前は同意必要行為ではなかったが新たな法律等の施行により同意必要行為と
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なった行為の実行を各種車載機器がその施行日後に初めて開始させるときに、その同意必
要行為を各種車載機器に実行させるために利用者の同意が必要であると判定する。
【００４１】
　また、同意要否判定手段１１は、法律等が適用される地域からの車両の逸脱や法律等の
有効期間の経過により、その実行に利用者の同意が必要とされていた行為が、同意を必要
としない行為になったと判定した場合、出力装置５に制御信号を出力し、その旨を通知す
る画面を液晶ディスプレイに表示させたり、その旨を通知する音声を車載スピーカから音
声出力させたりしてもよい。
【００４２】
　同意促進手段１２は、各種車載機器による所定の行為の実行について同意するかしない
かを利用者に決定させるよう促す手段であり、例えば、同意要否判定手段１１により所定
の同意必要行為を実行させるために利用者の同意が必要であると判定された場合、同意文
ＤＢ３１に記憶された同意基準を確認しながら出力装置５に制御信号を出力し、その所定
の同意必要行為の実行に対する同意又は不同意の決定を促す画面（以下、「決定促進画面
」とする。）を液晶ディスプレイに表示させたり、同意内容を読み上げてから同意又は不
同意の決定を促す音声（以下、「決定促進音声」とする。）を車載スピーカから音声出力
させたりする。
【００４３】
　図２は、決定促進画面の構成例を示す図であり、決定促進画面Ｇは、出力装置５に表示
される画面であって、同意内容を示すテキスト部Ｇ１と、同意の意思を受け付ける同意ボ
タンＧ２と、不同意の意思を受け付ける不同意ボタンＧ３とから構成される。
【００４４】
　同意確認手段１３は、利用者による同意又は不同意の意思決定を確認するための手段で
あり、例えば、決定促進画面Ｇの表示を開始させてから所定時間が経過した時点で、同意
ボタンＧ２及び不同意ボタンＧ３を利用可能（押下可能）にし、同意ボタンＧ２が押下さ
れたことを検知した場合に、利用者がテキスト部Ｇ１に示された同意内容に同意したこと
を確認し、不同意ボタンＧ３が押下されたことを検知した場合に、利用者がテキスト部Ｇ
１に示された同意内容に同意しないことを確認する。
【００４５】
　決定促進画面Ｇの表示を開始させてから所定時間が経過するまで同意ボタンＧ２及び不
同意ボタンＧ３を押下可能にしないのは、利用者が同意内容を理解しないまま同意又は不
同意を決定してしまうのを極力防止するためである。
【００４６】
　同様に、同意確認手段１３は、決定促進音声を終わりまで音声出力させた時点で、同意
ボタンＧ２及び不同意ボタンＧ３を押下可能にし、同意ボタンＧ２が押下されたことを検
知した場合に、利用者がテキスト部Ｇ１に示された同意内容に同意したことを確認し、不
同意ボタンＧ３が押下されたことを検知した場合に、利用者がテキスト部Ｇ１に示された
同意内容に同意しないことを確認する。
【００４７】
　また、同意確認手段１３は、決定促進画面Ｇの表示を開始させてから所定時間が経過し
た後に、或いは、決定促進音声を終わりまで音声出力させた後に、利用者による同意又は
不同意の決定が一定時間行われない場合、利用者がその同意必要行為の実行に同意しない
ものと判定してもよい。利用者の不同意が推認できるからである。
【００４８】
　また、同意確認手段１３は、利用者による同意又は不同意の決定が一定時間行われない
場合であっても、決定促進画面Ｇを継続的に表示させ、或いは、決定促進音声を周期的に
繰り返し音声出力させながら、同意又は不同意の判定を保留したまま、利用者による同意
又は不同意の決定（入力装置４に対する入力）が行われるまで、その決定を繰り返し促す
ようにしてもよい。
【００４９】
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　また、同意確認手段１３は、利用者による同意又は不同意を確認できた場合、その結果
を記憶装置３の同意履歴ＤＢ３２に記録する。法律等が認める限りにおいて、一旦確認さ
れたその同意又は不同意の意思が有効とされる期間中に繰り返し同意又は不同意の決定を
求めることが無いよう、同意確認手段１３がその履歴を参照できるようにするためである
。
【００５０】
　例えば、同意確認手段１３は、同意促進手段１２により決定促進画面Ｇや決定促進音声
が出力される前に、同意履歴ＤＢ３２を参照し、過去の同意又は不同意の意思表示が有効
とされる期間中に同意の意思表示が行われていたことを確認した場合には、決定促進画面
Ｇや決定促進音声を出力することなく、問題となる同意必要行為に対する同意が既に行わ
れたものとする。なお、不同意の意思表示が行われていたことを確認した場合も同様であ
る。
【００５１】
　同意必要行為実行手段１４は、その実行に利用者の同意が必要とされる同意必要行為を
各種車載機器に実行させるための手段であり、例えば、同意要否判定手段１１により、所
定の同意必要行為の実行に利用者の同意が必要であると判定され、かつ、同意確認手段１
３により、利用者の同意の意思を確認した場合に、各種車載機器にその所定の同意必要行
為の実行を継続させ、或いは、開始させるようにする。
【００５２】
　また、同意必要行為実行手段１４は、同意要否判定手段１１により、所定の同意必要行
為の実行に利用者の同意が必要であると判定され、かつ、同意確認手段１３により、利用
者の不同意の意思を確認した場合に、各種車載機器にその所定の同意必要行為の実行を中
止させ、或いは、その所定の同意必要行為の実行の開始を禁止する。
【００５３】
　次に、図３を参照しながら、位置情報の記録に運転者の同意が必要とされる法律が適用
されるＡ国に車両が進入した場合に、同意必要行為実行装置１００が、ダイアグレコーダ
６による位置情報の記録を継続させる処理（以下、「同意必要行為継続処理」とする。）
について説明する。
【００５４】
　なお、図３は、同意必要行為継続処理の流れを示すフローチャートであり、車両は、ダ
イアグレコーダ６による位置情報の記録をＡ国に進入する前から既に実行しているものと
する。
【００５５】
　最初に、同意必要行為実行装置１００の制御装置１は、測位装置２の出力に基づいて車
両による国境の通過を監視する（ステップＳ１）。
【００５６】
　車両が国境を通過しない限り（ステップＳ１のＮＯ）、制御装置１は、後続のステップ
の実行を省略する。適用される法律に変わりがない（その実行に同意が必要とされる同意
必要行為を実行していない）からである。
【００５７】
　一方、車両が国境を通過しＡ国に進入したことを検知した場合（ステップＳ１のＹＥＳ
）、制御装置１は、同意要否判定手段１１により、記憶装置３の同意文ＤＢ３１を参照し
ながら、新たに適用されるＡ国の法律においてその実行に利用者の同意が必要とされる同
意必要行為が車両において既に実行されているか否かを判定する（ステップＳ２：同意要
否判定ステップ）。
【００５８】
　利用者の同意が必要とされる同意必要行為が車両において未だ実行されていない場合（
ステップＳ２のＮＯ）、制御装置１は、後続のステップの実行を省略する。
【００５９】
　利用者の同意が必要とされる同意必要行為が車両において既に実行されている場合（ス
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テップＳ２のＹＥＳ）、制御装置１は、その同意必要行為を一時中断する（ステップＳ３
）。
【００６０】
　この場合、ダイアグレコーダ６による位置情報の記録は、Ａ国で適用される法律等にお
いてその実行に利用者の同意が必要とされる同意必要行為であると規定されており、制御
装置１は、ダイアグレコーダ６による位置情報の記録を一時中断する。なお、制御装置１
は、利用者の同意が得られなかった場合には遡って消去することを条件としながら、国境
通過後もダイアグレコーダ６による位置情報の記録を継続させるようにしてもよい。利用
者の同意を確認するまでに長時間を要した場合、その間の記録を消失させてしまうと、ダ
イアグレコーダ６の本来の目的である故障の検知に支障をきたすおそれがあるからである
。
【００６１】
　その後、制御装置１は、同意促進手段１２により、同意文ＤＢ３１に記憶された対応す
る同意文を読み出し（ステップＳ４）、出力装置５（車載の液晶ディスプレイ）に決定促
進画面Ｇ（図２参照。）を表示させて、同意又は不同意の決定を利用者に促すようにする
（ステップＳ５：同意促進ステップ）。
【００６２】
　この場合、同意文は、好適には、ダイアグレコーダ６による位置情報の記録のみに関す
る同意文であるが、Ａ国における法律等の要件を満たすのであれば、他の同意必要行為に
関する同意文を含むものであってもよい。
【００６３】
　その後、制御装置１は、同意確認手段１３により、決定促進画面Ｇを表示させてから所
定時間が経過した時点で同意ボタンＧ２及び不同意ボタンＧ３を押下可能にし、入力装置
４を介して同意ボタンＧ２又は不同意ボタンＧ３が押下されるまで待機する（ステップＳ
６：同意確認ステップ）。
【００６４】
　不同意ボタンＧ３が押下された場合（ステップＳ６のＮＯ）、制御装置１は、中断させ
た同意必要行為を再開させることなく、同意必要行為継続処理を終了させる。Ａ国の法律
を遵守するためである。
【００６５】
　この場合、制御装置１は、ダイアグレコーダ６による位置情報の記録を禁止し、国境を
越えた後も継続して位置情報を記録していた場合には、国境を越えた時点まで遡ってそれ
ら位置情報を消去するようにする。
【００６６】
　一方、同意ボタンＧ２が押下された場合（ステップＳ６のＹＥＳ）、制御装置１は、同
意必要行為実行手段１４により、中断させた同意必要行為を再開させる（ステップＳ７：
同意必要行為実行ステップ）。
【００６７】
　この場合、制御装置１は、同意必要行為実行手段１４により、ダイアグレコーダ６に対
して制御信号を出力し、ダイアグレコーダ６による位置情報の記録を再開させるようにす
る。
【００６８】
　なお、制御装置１は、同意確認手段１３により同意履歴ＤＢ３２を参照してＡ国におけ
る位置情報の記録に対する同意を過去（例えば、同日である。）に利用者から得ていたこ
とを確認した場合には、同意又は不同意の決定を利用者に再確認させることなく、ダイア
グレコーダ６による位置情報の記録を中断させずにそのまま継続させるようにしてもよい
。
【００６９】
　また、制御装置１は、過去（過去の意思決定が有効とされる期間中である。）に利用者
からの同意を得ている場合であっても、決定促進画面Ｇを表示させながら、その都度、利
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用者に同意又は不同意を再度決定させるようにしてもよい。
【００７０】
　次に、図４を参照しながら、位置情報の記録に運転者の同意が必要とされる法律が適用
されるＡ国内を車両が走行している場合に、同意必要行為実行装置１００が、ドライブレ
コーダ７による位置情報の記録を開始させる処理（以下、「同意必要行為開始処理」とす
る。）について説明する。
【００７１】
　なお、図４は、同意必要行為開始処理の流れを示すフローチャートであり、車両は、ド
ライブレコーダ７による位置情報の記録を未だ実行していないものとする。
【００７２】
　最初に、制御装置１は、ドライブレコーダ７による位置情報の記録を開始させるための
操作（利用者の意思による入力装置４を介した手動操作、及び、各種車載機器による自動
操作を含む。）が行われるのを監視する（ステップＳ１１）。
【００７３】
　ドライブレコーダ７による位置情報の記録を開始させるための操作が行われない限り（
ステップＳ１１のＮＯ）、制御装置１は、後続のステップの実行を省略する。利用者の同
意を得る必要がないからである。
【００７４】
　一方、ドライブレコーダ７による位置情報の記録を開始させるための操作が行われたこ
とを検知した場合（ステップＳ１１のＹＥＳ）、制御装置１は、同意要否判定手段１１に
より、記憶装置３の同意文ＤＢ３１を参照しながら、これから実行させようとする行為が
Ａ国の法律において利用者の同意を必要とする行為であるか否かを判定する（ステップＳ
１２：同意要否判定ステップ）。
【００７５】
　これから開始させようとする行為がＡ国の法律において利用者の同意を必要とする行為
でない場合（ステップＳ１２のＮＯ）、制御装置１は、後続のステップの実行を省略する
。
【００７６】
　これから開始させようとする行為がＡ国の法律において利用者の同意を必要とする行為
である場合（ステップＳ１２のＹＥＳ）、制御装置１は、同意促進手段１２により、同意
文ＤＢ３１に記憶された対応する同意文を読み出し（ステップＳ１３）、出力装置５（車
載スピーカ）から決定促進音声を音声出力させて、同意又は不同意の決定を利用者に促す
ようにする（ステップＳ１４：同意促進ステップ）。
【００７７】
　その後、制御装置１は、同意確認手段１３により、決定促進音声を最後まで音声出力さ
せた時点で液晶ディスプレイに表示させた同意ボタンＧ２及び不同意ボタンＧ３を押下可
能にし、入力装置４を介して同意ボタンＧ２又は不同意ボタンＧ３が押下されるまで待機
する（ステップＳ１５：同意確認ステップ）。
【００７８】
　不同意ボタンＧ３が押下された場合（ステップＳ１５のＮＯ）、制御装置１は、ドライ
ブレコーダ７による位置情報の記録を開始させることなく、同意必要行為継続処理を終了
させる。Ａ国の法律を遵守するためである。
【００７９】
　一方、同意ボタンＧ２が押下された場合（ステップＳ１５のＹＥＳ）、制御装置１は、
同意必要行為実行手段１４により、ドライブレコーダ７による位置情報の記録を開始させ
る（ステップＳ１６：同意必要行為実行ステップ）。
【００８０】
　この場合、制御装置１は、同意必要行為実行手段１４により、ドライブレコーダ７に対
して制御信号を出力し、ドライブレコーダ７による位置情報の記録を開始させる。
【００８１】
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　なお、制御装置１は、同意確認手段１３により同意履歴ＤＢ３２を参照してＡ国におけ
る位置情報の記録に対する同意を過去（例えば、同日である。）に利用者から得ていたこ
とを確認した場合には、車載スピーカから決定促進音声を音声出力することなく、ドライ
ブレコーダ７による位置情報の記録を即座に開始させるようにしてもよい。
【００８２】
　また、制御装置１は、過去に利用者からの同意を得ている場合であっても、決定促進音
声を音声出力させながら、その都度、利用者に同意又は不同意を決定させるようにしても
よい。
【００８３】
　以上の構成により、同意必要行為実行装置１００は、車両の移動や時間の経過に伴って
適用される法律等が変わっても、その法律等においてその実行に際し利用者の同意が必要
とされる同意必要行為を、利用者の同意を得た上で実行させることができる。
【００８４】
　また、同意必要行為実行装置１００は、国境や州境を頻繁に通過し、適用される法律等
が頻繁に変わる環境で車両を利用する場合であっても、法律等を遵守しながら各種車載機
器を動作させることができる。
【００８５】
　また、同意必要行為実行装置１００は、利用者の同意を得た上でその同意必要行為をダ
イアグレコーダ６やドライブレコーダ７等の車載機器に実行させるようにするが、ダイア
グレコーダ６やドライブレコーダ７等の車載機器自体が基準変更検出手段１０、同意要否
判定手段１１、同意促進手段１２、同意確認手段１３及び同意必要行為実行手段１４を自
ら備え、自らが利用者の同意を得た上でその同意必要行為を実行するようにしてもよい。
【実施例２】
【００８６】
　図５は、本発明に係る同意必要行為実行システムの構成例を示すブロック図であり、同
意必要行為実行システムＳＹＳは、一部地域の法律又は条例等においてその実行に際し利
用者の同意が必要とされる同意必要行為を各種車載機器に実行させる同意必要行為実行装
置２００と通信センタＣとから構成されるシステムである。
【００８７】
　同意必要行為実行装置２００は、車両に搭載される装置であり、通信装置８に接続され
る点において、同意必要行為実行装置１００と相違するが、他の点において共通する。そ
こで、共通する構成要素については同じ参照符号を用いることとする。
【００８８】
　通信装置８は、通信センタＣとの間の通信を制御するための装置であり、例えば、携帯
電話周波数を用いて通信センタＣとの間で通信を行う。
【００８９】
　また、通信センタＣは、固定施設に設置される装置であり、ＣＰＵ、ＲＡＭ、ＲＯＭ等
を備えたコンピュータである制御装置Ｃ１、同意文ＤＢ（Ｃ３１）及び同意履歴ＤＢ（Ｃ
３２）を格納する記憶装置Ｃ３、並びに、通信装置８との間の通信を制御する通信装置Ｃ
８を有する。
【００９０】
　同意必要行為実行装置２００は、国境を通過する度に、或いは、日付が変わる度に、通
信を介して通信センタＣの記憶装置Ｃ３に格納された同意文ＤＢ（Ｃ３１）を参照しなが
ら、進入した国の法律等においてその実行に利用者の同意が必要とされる同意必要行為が
存在するか否かを確認し、そのような同意必要行為が存在し、かつ、その同意必要行為を
車両において既に実行している場合に、その同意必要行為に対応する同意文を同意文ＤＢ
（Ｃ３１）から読み出して出力装置５に表示させたり、音声出力させたりする。
【００９１】
　また、同意必要行為実行装置２００は、特定の行為を各種車載機器で開始させる度に、
通信を介して通信センタＣの記憶装置Ｃ３に格納された同意文ＤＢ（Ｃ３１）を参照しな
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がら、走行中の国の法律等においてその特定の行為を開始させるために利用者の同意が必
要とされるか否かを確認し、同意が必要とされる場合に、その同意必要行為に対応する同
意文を同意文ＤＢ（Ｃ３１）から読み出して出力装置５に表示させたり、音声出力させた
りする。
【００９２】
　また、同意必要行為実行装置２００は、利用者による同意又は不同意の結果を通信セン
タＣの記憶装置Ｃ３にある同意履歴ＤＢ（Ｃ３２）に記録する。
【００９３】
　更に、同意必要行為実行装置２００は、国境を通過する度に、日付が変わる度に、或い
は、特定の行為を各種車載機器で開始させる度に、通信を介して通信センタＣの記憶装置
Ｃ３に格納された同意履歴ＤＢ（Ｃ３２）を参照しながら、その行為の実行に対して利用
者が既に同意しているか否かを確認し、利用者が既に同意をしている場合には、同意、不
同意を再度確認することなくその行為を継続或いは開始させるようにする。
【００９４】
　なお、同意必要行為実行システムＳＹＳは、同意必要行為実行装置２００における制御
装置１で各種手段を実行させるが、通信センタＣにおける制御装置Ｃ１でそれら手段を実
行させるようにしてもよい。同意必要行為の実行の許否という法律等の遵守に関する処理
を通信センタＣで一括して管理できるようにするためである。
【００９５】
　以上の構成により、同意必要行為実行システムＳＹＳは、同意文ＤＢ（Ｃ３１）を通信
センタＣで管理するので、同意必要行為実行装置１００のように個々の車両に同意文ＤＢ
３１を搭載させる必要がなく、同意文ＤＢ（Ｃ３１）を常に最新の状態に保つことができ
、法律等が改正された場合にも迅速且つ確実に対応することができる。
【００９６】
　また、同意必要行為実行システムＳＹＳは、同意履歴ＤＢ（Ｃ３２）を通信センタＣで
管理するので、利用者による同意履歴の改竄や車両事故等による同意履歴の消失を確実に
防止することができる。
【００９７】
　以上、本発明の好ましい実施例について詳説したが、本発明は、上述した実施例に制限
されることはなく、本発明の範囲を逸脱することなしに上述した実施例に種々の変形及び
置換を加えることができる。
【００９８】
　例えば、上述の実施例において、同意必要行為実行装置１００、２００は、国境を越え
た時点で、或いは、日付が変わった時点で、即座に決定促進画面Ｇを表示させたり、決定
促進音声を音声出力させたりするが、車両が停止するまで、或いは、走行速度が所定値未
満となるまで、その表示又は音声出力を延期させるようにしてもよい。
【００９９】
　走行中に同意又は不同意の決定操作を急がせてしまうことがないようにするためであり
、また、ナビゲーション情報（地図情報）の表示や案内に支障をきたしてしまうことがな
いようにするためである。また、車両停止時に決定促進画面Ｇを表示させたり、決定促進
音声を音声出力させたりすることで、その同意内容をより確実に利用者に確認させること
ができるからである。
【０１００】
　更に、同意又は不同意の決定をすることなく走行を再開させた場合には、次の停止まで
決定促進画面Ｇの表示、又は、決定促進音声の音声出力を再度延期させるようにしてもよ
い。なお、このような場合においても、利用者の同意が確認されるまでは、同意必要行為
の実行は中断され、同意必要行為の開始は、延期されるものとする。法律を遵守するため
である。
【図面の簡単な説明】
【０１０１】
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【図１】本発明に係る同意必要行為実行装置の構成例を示すブロック図である。
【図２】決定促進画面の構成例を示す図である。
【図３】同意必要行為継続処理の流れを示すフローチャートである。
【図４】同意必要行為開始処理の流れを示すフローチャートである。
【図５】本発明に係る同意必要行為実行システムの構成例を示すブロック図である。
【符号の説明】
【０１０２】
　１、Ｃ１　制御装置
　２　　　測位装置
　３、Ｃ３　記憶装置
　４　　　入力装置
　５　　　出力装置
　６　　　ダイアグレコーダ
　７　　　ドライブレコーダ
　８、Ｃ８　通信装置
　１０　　基準変更検出手段
　１１　　同意要否判定手段
　１２　　同意促進手段
　１３　　同意確認手段
　１４　　同意必要行為実行手段
　３０　　地図情報データベース
　３１、Ｃ３１　同意文データベース
　３２、Ｃ３２　同意履歴データベース
　１００、２００　同意必要行為実行装置
　Ｃ　　　通信センタ
　Ｇ　　　決定促進画面
　Ｇ１　　テキスト部
　Ｇ２　　同意ボタン
　Ｇ３　　不同意ボタン
　ＳＹＳ　同意必要行為実行システム
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